
日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 平成２８年５月号 第８１号

インターネットで「おがまち日奈久ニュース」を検索すれば見ることができます。日奈久の話題・情報をお知らせください。 住民自治会への問い合わせも 南部市民センター 38-2390

1日(日) 茅の輪くぐり 大明神10:00～

3日(火) 憲法記念日

4日(水) みどりの日

5日(木) こどもの日

菖蒲湯 ばんぺい湯２・３階

8日(日) 母の日

10日(火) 日奈久校区婦人会総会・講話(予定)

南部市民センター 10:00～

15日(日) 日奈久住民自治会定期総会

日奈久ゆめ倉庫 16:00～

19日(木) 西湯利用者入湯助成券交付説明会

日奈久ゆめ倉庫 14:00～

22日(日) 小中学校合同運動会

●スリーデーマーチは中止になりました。

住民自治会関係会議

南部市民センター

13日(金) 町内連絡委員会(市政協力員会)

13:30～

18日(水) 広報部会(編集会議) 19:00～

５月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成28年5月号
（第81号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（3月末現在）
男1286人
女1637人
計2923人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

訂
正
と
お
詫
び

第
80
号(

４
月
号)

で
、
中
学
生
俳
句

の
最
優
秀
賞
は
山
本
黎
音
さ
ん
で
し
た
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
し
ま
す

ご
意
見
や
提
案
は
代
議
員
へ
伝
え
ま
し
ょ
う

「
日
奈
久
校
区
民
全
員
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
平
成
25
年
６
月

に
発
足
し
て
３
カ
年
が
経
ち
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、

平
成
28
年
度
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
を
話
し
合
う
重
要
な
会
議
で
す
。

総
会
は
一
般
公
開
で
す
。
だ
れ
で
も
会
議
の
内
容
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
意
見
や
質
問
、
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
各
町
内
の
代

議
員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
定
期
総
会

◇
日
時

平
成
28
年
５
月
15
日(

日)

午
後
４
時
～

◇
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◇
主
な
議
題

・
平
成
27
年
度
事
業
実
績
及
び
決
算

・
平
成
28
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
予
算(

案)

・
規
約
改
正

・
そ
の
他

※
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
は
「
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
、
相
互
に
連
携

協
働
し
な
が
ら
地
域
活
動
等
の
活
性

化
を
図
り
、
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な

り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る｣

た
め
に
、

以
下
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

(1)
日
奈
久
校
区(

以
下
校
区)

の
総
合

的
施
策
に
関
す
る
事
項

(2)
校
区
の
各
種
団
体
の
事
業
活
動
に

関
す
る
事
項

(3)
市
の
行
政
施
策
に
対
す
る
支
援
・

協
力
・
要
望
に
関
す
る
事
項

(4)
校
区
の
広
報
宣
伝
に
関
す
る
事
項

(5)
校
区
の
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り

に
関
す
る
事
項

(6)
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
関
す
る

事
項

(7)
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

総
会
で
は
こ
れ
ら
の
目
的
や
事
業
、

会
計
を
中
心
に
協
議
さ
れ
ま
す
。
総

会
の
決
議
は
、
各
町
内
か
ら
選
出
さ

れ
た
代
議
員
及
び
委
員
会
・
部
会
の

長
を
除
く
役
員
で
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
傍
聴
の
場
合
は
、

発
言
や
議
決
の
挙
手
等
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

各
町
内
の
代
議
員(

敬
称
略)

(

大
坪
町)

久
保
和
孝
、
橋
本
正
行
、

河
野

晃

(

新
田
町)

村
上
真
治
、
坂
口
祐
弘

(

山
下
町)

西
村
一
夫
、
浅
川
美
孝

(

竹
之
内
町)

鬼
塚
正
博
、
米
﨑
政
次

(

塩
北
町)

白
濱
ア
ケ
ミ
、
桑
原
秀
文

(

新
開
町)

山
本
一
樹

(

塩
南
町)

吉
永
照
義
、
木
村
哲
也
、

久
保
ユ
子

(

浜

町)

城
下
津
代
美
、
石
原
純
男

◇
日
時

５
月
10
日(

火)

午
前
10
時
～

◇
場
所

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー

３
階

総
会
終
了
後
、
研
修
会
を
し
ま
す
。

◇
講
話

「
福
は
内
、
鬼
も
内
」

受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

～
乳
が
ん
と
共
に
生
き
る
～

講
師

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

昭
和
小
学
校
長

森
下
和
代
氏

多
数
の
方
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
の
方
も
講
話
に
参
加
で
き
ま
す
。

婦
人
会
総
会
を
例
年
通
り
予
定
し
て
は

い
ま
す
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
延
期
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
赤
募

金
、
献
血
、
婦
人
会
旅
行
等
も
今
の
と
こ

ろ
未
定
で
す
。
各
町
内
の
分
会
長
さ
ん
か

ら
連
絡
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
奈
久
校
区
婦
人
会

倉
野
静
香

日
奈
久
校
区
婦
人
会
総
会(

予
定)

の
ご
案
内

(

東

町)

上
野
智
子
、
丸
山
昭
穂

(

中

町)

伊
藤
輝
充
、
古
閑
辰
次

(

上
西
町)

桑
原
哲
次
郎

(

中
西
町)

今
井
カ
ツ
子

(

下
西
一)

林
田
正
充
、
今
井
昌
文

(

下
西
二)

鏡

克
弘

(

馬
越
町)

吉
田
武
久

八
代
で
４
０
０
年
ぶ
り
の
戦
慄

震
度
６
弱

瓦
や
壁
の
落
下
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
倒
壊
の
被
害

４
月
14
日
夜
に
始
ま
っ
た
震
度
７

の
熊
本
地
震
は
八
代
で
も
震
度
５
弱
、

翌
15
日
午
前
０
時
３
分
に
は
５
強
の

大
き
な
地
震
と
な
っ
て
襲
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
も
そ
の
後
も
震
度
４

や
３
の
地
震
が
次
々
に
発
生
。

16
日
午
前
１
時
25
分
に
は
、
14
日

の
震
度
７
の
16
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

持
つ
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
と
い

う
巨
大
地
震
が
発
生
、
八
代
で
も
震

度
６
弱
と
恐
ろ
し
い
ほ
ど
激
し
く
揺

れ
、
恐
怖
で
眠
れ
な
い
夜
と
な
り
ま

し
た
。

大
地
震
は
日
奈
久
活
断
層
帯
北
部

と
布
田
川
断
層
帯
で
発
生
。
そ
の
後
、

阿
蘇
や
大
分
、
日
奈
久
断
層
帯
の
南

西
部
へ
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

19
日
午
後
５
時
52
分
、
八
代
で
震

度
５
強
、
８
時
47
分
に
は
５
弱
と
連

南
の
活
断
層
へ
も
可
能
性
が

日
奈
久
消
防
団
の
24
・
25
・
26
分
団
は

避
難
情
報
広
報
や
避
難
誘
導
の
ほ
か
、
防

火
・
防
犯
巡
視
な
ど
、
日
常
の
仕
事
を
掛

け
持
ち
な
が
ら
も
、
連
日
昼
夜
の
警
戒
態

勢
を
と
り
続
け
ま
し
た
。
感
謝
し
ま
す
。

避
難
場
所
は
満
員
の
状
態
に

徹
夜
で
の
お
世
話
に
感
謝

発
、
不
安
が
高
ま
り
ま
し
た
。

日
奈
久
で
も
多
く
の
被
害
が
出
ま
し

た
。
屋
根
瓦
や
壁
の
落
下
、
ひ
び
割
れ
、

地
盤
沈
下
、
断
水
、
食
器
等
の
落
下
や

破
損
な
ど
、
住
宅
や
旅
館
な
ど
に
大
き

な
被
害
が
発
生
。
東
湯
や
旅
館
な
ど
給

湯
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
の
無
念
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
後
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
日
奈
久
断

層
帯
の
南
西
側
の
日
奈
久
付
近
で
も
大

き
な
地
震
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
か

ど
う
か
で
す
。

報
道
に
よ
れ
ば
数
名
の
地
震
学
者
が
、

「
今
回
ず
れ
た
断
層
の
延
長
線
上
に
ひ

ず
み
が
た
ま
っ
て
い
る
」
「
南
に
も
破

壊
が
延
び
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
」
話

し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
地
震
が
起
き
や
す
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
日
奈
久
地
域
。(

30
年

間
に
発
生
す
る
確
率
は
６
％
と
高
い)

各
自
が
危
機
感
を
持
っ
て
大
地
震
に
備

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
つ
て
八
代
で
は
４
０

０
年
前
の
１
６
１
９
年
、

大
地
震
で
麦
島
城
が
崩
壊

し
、
城
下
町
が
一
瞬
で
消

滅
、
多
く
の
死
傷
者
を
出

し
た
と
古
文
書
に
記
録
が

あ
る
そ
う
で
す
。

市
指
定
の
避
難
場
所
で
あ
る
南
部
市
民

セ
ン
タ
ー
、
日
奈
久
小
体
育
館
、
ば
ん
ぺ

い
湯
の
ほ
か
、
自
主
的
に
避
難
所
と
し
て

提
供
さ
れ
た
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
、
み
ず
ほ

保
育
園
、
「
ひ
な
村
」
な
ど
の
施
設
等
で

多
く
の
住
民
が
不
安
な
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
ま
た
、
町
内
の
公
民
館
、
中
学
校
体

育
館
に
避
難
し
た
人
も
い
ま
し
た
。

14
日
は
１
０
０
人
以
上
、
避
難
勧
告
が

出
た
26
日
は
約
５
５
０
人
を
超
え
、
そ
の

後
も
４
０
０
人
前
後
の
住
民
が
避
難
し
ま

し
た
。
体
育
館
に
避
難
し
た
お
年
寄
り
は

｢

も
う
５
日
目
で
す
。
疲
れ
て
今
日
は
点

滴
を
う
ち
に
行
っ
て
き
ま
し
た｣

と
、
ま

た
、
60
代
の
女
性
は
「
年
寄
り
を
抱
え
て

い
る
の
で
、
ず
っ
と
ば
ん
ぺ
い
湯
に
避
難

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

連
日
徹
夜
し
て
お
世
話
を
さ
れ
た
市
職

員
や
校
長
先
生
、
施
設
等
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
ま
た
差
し
入
れ
を
さ
れ
た
方
な
ど
に

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

施
設
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、
避
難
者
を

迎
え
る
た
め
に
準
備
し
た
り
、
避
難
者
が

帰
宅
し
た
後
に
は
、
避
難
所
や
ト
イ
レ
の

掃
除
を
し
た
り
と
、
親
身
に
な
っ
て
お
世

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
南
部
市
民

セ
ン
タ
ー
、
日
奈
久
小

体
育
館
以
外
の
施
設
等

で
は
、
公
的
援
助
も
乏

し
い
な
か
で
、
惜
し
み

な
く
奉
仕
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

物
品
の
分
配
を
助
け

合
っ
た
り
し
た
人
も
い

地震で瓦が落下した民家(塩南町)

４
月
15
日
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
記
事
と
し
て
扱
わ
な
か
っ
た
内
容
に

つ
い
て
、
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
町
内
連
絡
委
員
会
】

○
４
月
５
日
、
市
政
協
力
員
の
委
嘱
状
交

付
式
。
山
下
、
塩
南
、
上
西
の
３
町
内
で

交
代
の
異
動
。

【
福
祉
健
康
部
会
】

○
人
権
研
修
へ
の
一
般
参
加
が
課
題
。

○
婦
人
会
活
動
へ
の
正
し
い
理
解
を
。

【
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会
】

○
ふ
れ
あ
い
祭
期
日
を
変
更
の
可
能
性

【
広
報
部
会
】

○
ア
ン
ケ
ー
ト
班
別
回
収
袋
の
適
切
化

【
事
務
局
】

○
総
会
議
案
資
料
の
提
出
依
頼

○
役
員
の
任
期
の
特
例
措
置
案
に
つ
い
て

○
草
刈
り
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
取
扱
い
講

習
の
実
施
に
つ
い
て

◆
防
災
放
送
を
確
実
に
伝
え
る
方
策
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

連
日
校
区
民
を
守
っ
た
消
防
団

ま
し
た
。
こ
の
助
け
合
い
で
「
あ
り
が

と
う
」
の
暖
か
い
心
が
通
い
合
い
、
つ

ら
い
雰
囲
気
が
和
ら
い
だ
そ
う
で
す
。

(

下)

レ
ン
ガ
の
壁
が
落
下
し

て
織
屋
は
屋
根
が
損
傷

（広告欄）
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日
奈
久
校
区

の
皆
様
は
じ
め

ま
し
て
。
こ
の

度
、
金
剛
出
張

所
か
ら
異
動
し

て
来
ま
し
た
垣
下
了
子
で
す
。

証
明
書
関
係
の
お
仕
事
が
初
め
て
な

の
で
、
早
く
覚
え
る
様
に
笑
顔
で
が
ん

ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２

こ
の
地
蔵
様
は
、
み
ず
ほ
保
育
園
近
く
の
国
道
３
号
線
沿
い
十
三
里
木
の

道
標
そ
ば
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
迫
へ
の
道
路
拡
張
の
と
き
に
、
３
号
線

と
反
対
側
の
道
ば
た
に
移
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
土
地
の
所
有
者
の
家
族
が
病

気
に
か
か
り
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
の

で
神
頼
み
を
す
る
と
、
「
地
蔵
様
が
元

の
と
こ
ろ
へ
帰
り
た
い
と
願
っ
て
お
ら

れ
る
」
と
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

元
の
位
置
に
帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昭
和
45
年
９
月
24
日
に

今
の
場
所
に
新
し
く
祀
り
、
お
参
り
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

入
学
お
め
で
と
う

４
月
11
日
日
奈
久
小
・
中
学
校
で
入
学
式

定
期
異
動

よ
ろ
し
く

日
奈
久
小
学
校
の
入
学
式
は
午
前

10
時
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の

新
入
学
児
童
は
男
子
５
名
、
女
子
３

名
の
計
８
名
で
す
。

新
１
年
生
は
担
任
の
重
本
遥
先
生

に
連
れ
ら
れ
て
、
緊
張
し
た
表
情
で

体
育
館
に
入
場
し
ま
し
た
。

里
永
典
隆
校
長
先
生
は
、
「
挨
拶

や
返
事
を
し
っ
か
り
し
て
、
人
に
優

し
く
す
る
力
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

『
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
』
で
元

気
よ
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。｣

と
語
り

か
け
る
よ
う
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

新
２
年
生
は
歓
迎
の
出
し
物
。
毎

月
の
楽
し
み
を
一
人
ひ
と
り
が
絵
に

描
い
て
、
元
気
よ
く
か
わ
い
ら
し
く

発
表
し
ま
し
た
。

日
奈
久
中
の
入
学
式
も
同
日
午
前

11
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生

は
男
子
３
名
、
女
子
７
名
の
計
10
名
。

荒
牧
和
子
校
長
先
生
は
「
中
学
校

へ
の
希
望
と
決
意
を
感
じ
ま
す
。
自

分
を
よ
い
方
向
へ
進
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
友
達
の
良
さ
を
改
め
て

見
い
だ
す
と
と
も
に
、
自
分
で
自
分

を
律
し
な
が
ら
、
自
分
を
よ
り
美
し

く
染
め
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
式
辞
を
、
新
入
生
代
表
の
廣
田
亮

翔
さ
ん
が
「
入
学
を
心
か
ら
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
緊
張
と
不
安
の
中
で

も
励
ま
し
合
い
な
が
ら
学
ん
で
い
き

ま
す
。｣

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

西
湯
の
廃
止
に
よ
る
入
湯
助
成
券

申
請
に
よ
り
交
付

市

説
明
会
を
開
催
予
定

５
／
19(

木)

防災の備えは大丈夫ですか？ いつ来るか分からない地震などに備えて、自分を守るために
非常持ち出し品リスト

日奈久のまんまいさん巡り

十三里木地蔵菩薩様 大坪町

こ
れ
ま
で
西
湯
を
利
用
し
て
い
た
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
市
は
「
日
奈
久
温
泉
施

設
等
入
湯
助
成
券
」
を
交
付
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
説
明
会
が
５
月
19
日(

木)

午
後

２
時
か
ら
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

助
成
券
を
申
請
す
る
に
は
い
く
つ
か

の
条
件
が
あ
り
、
申
請
の
手
続
き
の
仕

方
、
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
す
。

助
成
券
は

５
月
末
か
ら

使
用
で
き
る

よ
う
に
し
た

い
と
い
う
こ

と
で
す
。

日
奈
久
郵
便
局
長

渡
邊

誠
一
さ
ん

明
る
く
、
親
し

み
や
す
い
郵
便
局

づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
奈
久
出
張
所

垣
下

了
子
さ
ん

＊3日分くらいの非常持出品を用意（リュックサックに
入れておこう）
①非常食（カンパン、缶切り不要の缶詰など）
②飲料水（ペットボトルの水 1人当たり1日３ﾘｯﾄﾙ）
③懐中電灯（予備の電池は多めに）
④携帯ラジオ
⑤タオル
⑥ティッシュペーパー
⑦ビニール袋
⑧着替え(下着など）
⑨洗面用具
⑩軍手
⑪救急医薬品、常備薬
⑫ライター(マッチ)ろうそく

＊家族に合わせた準備も
○乳幼児のいる家庭（紙おむつ、粉ミルクなど）
○妊婦のいる家庭（母子手帳、新生児用品など）
○要介護者のいる家庭（障害者手帳、紙おむつなど）

＊すぐに取り出せるように保管場所を

決めておこう

◎貴重品（通帳・印鑑）◎健康保険証

◎お金

国
指
定
登
録
有
形
文
化
財
、
金
波
楼
の

シ
ン
ボ
ル
の
レ
ン
ガ
煙
突
も
地
震
の
被
害

を
受
け
煙
突
の
上
部
が
崩
落
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
安
全
性
を
考
慮
し
た

高
さ
に
し
て
保
存
す
る
そ
う
で
す
。

こ
の
レ
ン
ガ
煙
突
は
、
か
つ
て
当
旅

館
で
使
用
す
る
食
器
類
を
自
前
で
作
っ
て

い
た
と
き
の
焼
き
窯
の
煙
突
だ
そ
う
で
す
。

・
日
時

５
月
１
日(

木)

10
時
～

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
り
茅
の
輪

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

ち

を
く
ぐ
っ
て
災
厄
解
除
を
願
う
神
事
を
行

さ
い
や
く

い
ま
す
。

被
災
の
レ
ン
ガ
煙
突
を
保
存

ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
修
理
さ
れ
る
レ
ン
ガ
煙
突

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は
洋
式
ト
イ

レ
が
１
階
だ
け
に
男
女
各
１
カ
所
あ
り

ま
す
が
、
２
階
ト
イ
レ
に
は
な
く
、
避

難
し
た
人
た
ち
が
困
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
中
西
町
の
江
浦
俊
男
様
よ
り

簡
易
型
洋
式
ト
イ
レ
２
台
の
寄
付
を
頂

き
ま
し
た
の
で
近
々
設
置
の
予
定
で
す
。

ご
案
内

日
奈
久
阿
蘇
神
社(

大
明
神)

立
願
祭
・
夏
越
祭

<

茅
の
輪
く
ぐ
り>

還
暦
祭
・
厄
年
祓
祭

や
く
ど
し
は
ら
い

・
日
時

６
月
１
日(

水)

・
還
暦
祭

10
時

昭
和
31
年
生
ま
れ
の
方

・
厄
年
祓
祭

11
時

男
性

昭
和
51
年
生
ま
れ
の
方

女
性

昭
和
59
年
生
生
ま
れ
の
方

簡
易
洋
式
ト
イ
レ
設
置
予
定

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

こ
ど
も
の
日
は
菖
蒲
湯
を

し
ょ
う
ぶ

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯

２
階
大
浴
場
・
３
階
家
族
湯

武
家
社
会
で
菖
蒲
と
尚
武(

武
道
を
尊

し
ょ
う
ぶ

ぶ)

を
か
け
て
５
月
５
日
端
午
の
日
を
尚

た
ん
ご

武
の
節
句
、
男
子
の
節
句
と
し
て
祝
う
よ

う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
、
今
で
も
菖
蒲

湯
に
入
り
無
病
息
災
を
願
う
習
慣
が
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

★怖い思いをしまし

たこの機会に、ぜひ

揃えたいものです。

（広告欄）


